














































































①表の通りである。詳細にわたっては次項村落構成において検討を加えたいと思うが、その概況を述べてみし ム 》 ヘ ノ 。
｜年代｜安永 3十安永竺l天明ラ年四元年｜寛政ラゲ
開 ｜ 畝 l 畝！畝！畝｜畝
I 32.0 I 105.24 I 123.0 I 87.1 I 2519. 
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ι 況全 第年地 落検地あ友は部 ①段積 構地帳る
、 劣畑 表階 成！阪はが
な悪地 のの にを既






































































年代 ！安永 3年｜安永 8年！天明ラ年！寛政元年｜寛政ラ年（
言要｜ 1 1 14 I 7 I 1 I 
賢明 I 4 I -' I 3 I 





















年代 ｜安永 3年｜安永 8年｜天明 5年｜寛一政元年｜党政 5年｜言｜ ； 
屋敷持 i 9 I 1 I 1 I 0 I 5 I 16 I 









周 一 一 ー ~i 一
実数百弁比！実数｜百分比
5 反迄 1 8 i － ~~－~J 30 i 67 
1町迄！5 I 31 j 10 i- 2 
1町 5 ~ i I I 
口、！－ . li 6151 1 
bι 人ら • I I I 




日｜一一一一 「一一 i一一一←寸一一一 i 
｜実数 ｜百分比｜実数｜百分比 i
下 畑 l 畝｜ %｜ ！ 宍
I PJ.10 I 1~＿： 4 ; ~6.14/ 1 
下々畑 j 16.2 [ 64.1 [ s10. J 2s. i 
林 畑 j 20.3 [ 19. [1406.18 : 70.2 ! 






































































































































































1fi 木 *i 松主
j接村ク地好な


















































一ー ー 一 七
O
三）、第
二回は
一川文
1
天明（一七一二六
l
一
じ八ぺ）となる。
（7
）埼玉県史六巻
埼玉県における郷村数の増加
元禄年間の検地一九九
O
村
新編式歳風士記稿（文政年間）
二
O
一七村
で二七ケ村の増加である。
ハ8
〉富士庫家所蔵文
書
（9
）武蔵国郡村誌一一巻
（叩）入札書付知党帳に開発願人新平の住所が、神田豊崎町二丁
目と記されている。また、十日若の伝えるところによると新平は江戸で多くの財’毘を築いていたということである。
（日）菊地利た汗「新聞開発ー一一八八百に次のように日記されてい
る 。「企業型
の町人
請負新旧
の 村 山
消とは在
村し
ている
新田百性
は少なくまわりの古村から通い作りしている出作百姓のおびただしいことが特色である
｝
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